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プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
皆さんは、少なからずともこれまでの人生の中で、芸術や科学に対して興味があり、今後、職業等において芸術や科学と密な関係をなんらかで持ちながら人生を送っていこうとする人たちですね。
ですから、ある程度の芸術・科学に対しての専門家と世間では考えられる人たちです。そんな専門家に必要なこと特に授業で必要な専門家としての教師とはどのようにするかをあわせて考えていきます。
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プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
そこで、今日のこの授業の到達目標です。
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プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
みなさんも実際に授業を受けてきたわけですが、授業の構成は大きく三要素にわけられると言われています。どのような学習集団で、
どの程度の時間に、いかなる教育内容を学ぶか、
そして、どのような専門的見識と資質をもった専門家が、それを教えるかが授業という全体構造を決定していきます。
そこでみなさんは、どのような人なのか？自分を分析してみましょう。
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プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
面接はコミュニケーションです。もう一度、あの人にお会いして話が聞きたいなぁ。と思ってもらえるように
素直に、明るく、背伸び・縮こまることなく、そして正直に会話することです。
したがって、みなさんの日頃の振る舞いがでます。
面接官はよく見ていますので、背伸びはよく見られないと思った方がいいです。
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プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
一つでいいので、これだけはという人として当たり前のことで構いません。
一つでいいです。大方のかたは、いっぱい話してしまいます。
例えば、「正直に生徒に接する」は、大抵、「思いやり」があり、「親切心」も
あって生徒に接することができる人だからです。

これも、背伸びせず正直にお話しすることです。
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プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
生徒を優先し、生徒のために自己より生徒が優先できる人です。
事務的な仕事も、自分のために仕事をするのではなく、まずは
相手が仕事のやりがいを持てるように自己より優先して仕事を行う人です。
公共の福祉の精神として、「全体の奉仕者」を感じる教職マインド
を持った方を探しています。
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プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
これらの課題は中等教育の授業、教師のみならず、私たち高等教育機関としての大学の授業、そして教員にも課されている課題ともいえるのです。
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	面接試験にむけて
	本日（面接①）の到達目標
	自分が人から見える要素もふまえて、自分がどんな人か理由を含めて考察してみてください(別紙に記入)。（０に記入してください。）
	・自分を素直に出し切っていく。��・明るく、笑顔で会話を楽しむ。��・心から思っているから、一貫性がにじみ出てくる。
	・自分は生徒たちに何ができるのか？��・これなら自分は、生徒たちにできそうだと思えること一つだけ持つ。�（自分を自慢することではない。）�
	・生徒たちのために、苦楽が一緒にできる仲間なのか？��・皆さんが面接官だったら、（立場をかえると）どんな人と一緒に仕事をしたいですか？���
	本授業の到達目標
	明日のためのみなさんへ

